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代 表 質 問 通 告 書 
  平成31年２月 

番

号

所 属 会 派 

質 問 議 員 

（申告時間）

【質問方式】

質   問   要   旨 

１ 一 政 会

小 野 寺 道 雄

（ ６ ０ 分 ）

【 一 括 】

１ 施政方針の「はじめに」について 

一関市の現状と課題について、どのように認識されているのか 

２ 「節目の年、将来世代のために」について 

  どのようなことを念頭に予算編成をしたのか 

３ 新たな可能性を拓く新時代のまちづくりについて 

４つのまちづくりを重点項目とした考えについて伺う 

⑴ ＩＬＣを基軸としたまちづくり 

・ どのような将来像を描いているのか 

⑵ 資源・エネルギー循環型のまちづくり 

・ 重点施策としてきたバイオマス産業都市構想の取り組みの現状と実現可能性に 

ついて伺う 

・ エネルギー回収型一般廃棄物処理施設の整備について、施政方針から外した理由

について伺う 

⑶ まち・ひと・しごとの創生 

・ 人口減少社会における持続可能なまちづくり 

① どのようなことを想定して、どのような施策で持続可能なまちづくりをするの

か 

② 平成31年度は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の最終年度であり、国では次

のステージに向けて、支援メニューを提示しているが、どのような取り組みを検

討し、施策を組み立てたのか 

・ 子育てしやすいまちづくり 

① 地域全体で子育てを支援していく取り組みの具体について伺う 

・ 安全・安心に暮らせるまちづくり 

① 一関市が構築しようとする「地域包括ケアシステム」とは、どのようなものか

② 岩手県保健医療計画では「地域包括ケアシステム」の構築に向け地域連携を促

進する情報共有体制の整備やＩＣТを活用した地域医療情報連携ネットワークの

整備が必要だとしているが、取り組みの現状と今後の方向性について伺う 

・ 地域の「宝」を生かすまちづくり 

   ① どのような「宝」を生かし、取り組みを行うのか。 

   ② 地域経済の好循環につながる取り組みの具体について伺う 

⑷ 東日本大震災からの復旧復興 

・ 新笹ノ田トンネルの整備は、岩手県の取り組みが必要だとされているが、先ごろ

公表された岩手県の次期総合計画での位置付けは、どのようになっていると認識し

ているか 
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４ 中東北の拠点都市一関の形成について 

⑴ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまち 

・ 担い手の減少、高齢化の進行等で労働力不足が問題化している中で、若者や女性

にも魅力ある次世代農業として期待されているスマート農業の取り組みついて、ど

のように考えているか 

・ 森林の経営管理権集積計画の取り組みについて伺う 

・ 地域内発型産業の創出について伺う 

・ 企業誘致、事業誘致について伺う 

⑵ みんなが交流して地域が賑わう活力あるまち 

・ 総合計画でＪＲ一ノ関駅周辺の整備を施策の一つとして掲げ、関係事業者と必要

性等を検討するとしているが、東西自由通路の検討状況は   

⑶ 自ら輝きながら次代の担い手を応援するまち 

・ グローバルな人材を育てるために求められる取り組みは何か 

⑷ 郷土の恵みを未来へ引き継ぐ自然豊かなまち 

・ 空き家の利活用策について伺う 

⑸ みんなが安心して暮らせる笑顔あふれるまち 

・ 障害福祉サービスの提供体制の充実の取り組みの具体について伺う 

・ 自死対策の包括的な取り組みとは 

５ 市政運営の基本について 

⑴ 近隣自治体との連携の取り組みのこれまでの成果と今後について伺う 

⑵ スケールメリットを生かして解決につなげるとした地域課題とは何か 

６ 施政方針の骨子「おわりに」について 

ＩＬＣ実現に向けた決意の内容について伺う 
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２ 清 和 会

勝 浦 伸 行

（ ６ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 市政運営の基本（財政運営の健全化）について 

 ⑴ 市政運営において、財政の健全性の確保が基本と考えるが、勝部市政がスタートし

て10年が経過しようとしている。この10年において、進められてきた行財政改革の

取り組みの進捗状況に関して伺う 

 ⑵ その取り組みによる、財政運営の健全化の成果を伺う 

２ 新たな可能性を拓く新時代のまちづくりについて 

  資源・エネルギー循環型まちづくりは、東日本大震災・福島原発事故において大きな

被害を受けた当市にとって、重要な施策と認識する 

  新エネルギーを活用した「エネルギーの地産地消」の取り組みは、今後の重要な施策

である 

  大きな課題である廃棄物の減量化とともに、市長が目指す、廃棄物をエネルギーと捉

えた世界に誇れるエネルギー回収型一般廃棄物処理施設にかかる余熱活用施設整備の概

要の具体、新しい時代のエネルギー活用策を一日も早く示すべきと考えるが、市長の考

えを伺う  

３ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまち（商業・観光振興）について 

 ⑴ 商業振興は、これまでの取り組みに加え、新たな支援が必要と考える 

   インバウンドによる外国人観光客や国内旅行者の増加、国の取り組みにより、急激

に進むキャッシュレス化やモバイル決済システムの導入、また、市民・観光客が安心

してまちを散策できる安心安全な商店街が求められる 

   商店におけるキャッシュレス化、全国各地の商店街で進む防犯カメラ設置の支援策

について伺う 

 ⑵ 観光情報を国内外に発信するとあるが、観光ホームページやイベントの活用等、こ

れまでの取り組みによる大きな成果が出ていない 

   海外・国内観光客対応も重要であるが、世界遺産を有する「平泉」との連携強化を進

め、ラグビーワールドカップ、東京オリンピックという千載一遇の絶好の機会を生か

す取り組みを進めるべきであるが、市長の考えを伺う 

 ⑶ 国際交流事業は、今後非常に重要な役割を果たすと考える 

   一日も早く、全市的国際交流組織設立が必要と考えるが、その進め方について伺う

４ 郷土の恵みを未来へ引き継ぐ自然豊かなまち（上下水道・汚水処理事業）について 

 ⑴ 全国、県内においても普及が大きく遅れている水道事業、汚水処理事業について、

市長の大きな決断の時期がきていると考える 

   水道事業の広域化に向けた基本的な考え方について伺う 

 ⑵ 汚水処理事業は、今後の人口減少、財政状況、施設の整備が完成しないまま進む今

後の施設の改修等の現状を見る限り、早期概成の取り組みはスタートしたが、これま

での取り組みの遅れにより、今後なお一層厳しい財政状況に影響を及ぼすと考えるが、

市長の見解を伺う 

５ まち・ひと・しごとの創生について 

  雇用の場の確保のために、企業誘致や事業誘致に取り組むことは重要であるが、持続

可能なまちづくりを進めるためには、地域・地場産業の支援は重要である 

  市内企業の育成を念頭に、市内業者優先での発注・入札制度の導入を推進するととも

に、今後増加する委託業務においては、市内業者が受注できる仕組みに取り組む必要が

あると考えるが、市長の考えを伺う 
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３ 日 本 共 産 党

一 関 市 議 団

藤 野 秋 男

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ ＩＬＣを基軸としたまちづくりについて 

 ⑴ ＩＬＣへの対応について伺う 

・ 現状の受け止めについて伺う 

・ 今後の対応について伺う 

２ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまちづくりについて 

 ⑴ ＮＥＣプラットフォームズ㈱一関事業所の跡地利用について伺う 

・ 取得の目的について伺う 

・ 公共施設等総合管理計画との整合性について伺う 

・ 今後の対応について伺う 

３ 市政運営の基本について 

 ⑴ 財政への対応について伺う 

・ 適正な基金と対応について伺う 

・ 今後の地域枠への対応について伺う 

・ 今後の財政をどう分析し対応していくのか伺う 

４ 希 望

千 葉 幸 男

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 安全・安心に暮らせるまちづくりについて  

高齢者の公共交通対策について伺う 

⑴ 想像を超える高齢化社会における高齢者の交通手段の確保について伺う 

・ 高齢者などの交通弱者への対応は、本年度策定中の公共交通計画にどのように盛

り込む考えか 

・ 交通手段の確保は、各種の生きがい対策を進める上でも重要であると考えるが、

生きがい対策を行う上での交通施策は 

・ 高齢者は、通院や買い物対策として交通施策の拡充を期待しているが、どのよう

に対応するのか 

２ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまちについて 

産業振興対策について伺う 

⑴ 本県の2017年の農業生産額は2,693億円で全国第10位であるが、今後の期待は園

芸振興である 

秋田県では、県を挙げて大規模な園芸団地を整備し、成果を出している充実な施策

を期待するが 

・ 農業振興についての基本的な考えは 

３ 資源・エネルギー循環型のまちづくりについて 

  資源循環型社会の構築について伺う 

⑴ 志布志市のようにごみ資源分別の徹底で資源化する考えは 

⑵ 高齢化の進展に伴い、紙おむつの処理が増加しているが、民間事業者との共同の取

り組みを行う考えは 
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５ 一 関 市 議 会

公 明 党

岩 渕  優

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ まち・ひと・しごとの創生について 

 ⑴ 人口減少社会における持続可能なまちづくり 

・ 民間法人の給付型奨学金事業への出資、奨学金返還者への支援に取り組むに当た

っての思いについて伺う 

・ 地域の文化を継承する若者を育てていく決意について伺う 

 ⑵ 子育てしやすいまちづくり 

・ 交流の場の提供と保育ニーズに対応した保育環境の充実とは 

・ 認定こども園化の推進の未来像とは 

・ 認定こども園及び保育園における幼児教育への思いについて伺う 

・ 保育人材の充足への取り組みは 

 ⑶ 安全・安心に暮らせるまちづくり 

・ 地域包括ケアシステム構築への決意について伺う 

２ 中東北の拠点都市一関の形成について 

 ⑴ 地域資源をみがき生かせる魅力あるまち 

・ 農業所得向上への決意について伺う 

・ 中山間地域の農業の多面的機能の維持への支援策は 

 ⑵ みんなが安心して暮らせる笑顔あふれるまち 

・ 防災・減災対策への決意について伺う 

３ 平成31年度教育委員会教育行政方針について 

 ⑴ 教育環境の充実 

・ 小中学校への冷房設備の整備及び統合が予定されている学校、また、長寿命化改

修中の学校への整備の考え方は 

・ 今後の市立幼稚園のあり方についての見解は 

 ⑵ いじめ対策 

・ 市立小中学生のいじめの現状認識と対応への決意について伺う 

 ⑶ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に対する見解について伺う 

 ⑷ 子供たちを、ふるさと一関に誇りと愛着を持ち、地域を支える人材に成長させてい

く決意について伺う  


